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走した無名時代・・・
綾瀬太鼓を知ってほしい！

奔

伊奈町綾瀬太鼓

会長
こ　 はま ただ  よし

小浜 忠良 さん

　未経験者ば
かりの設立当
初、伊奈備前
太鼓の塩崎氏
に「備前太鼓」
を教わり、そ
の後プロ太鼓
集団の講習会や日本太鼓連盟の技術教室に
参加し、独自の演目である創作太鼓「組曲
ふれあい太鼓」を創り上げました。練習場
所・道具の確保や出演できるイベントを探
すのに奔走し、技術と実績を積むため各地
を回り武者修行のような活動も行いまし
た。だんだんと知名度が上がり、周りの理
解も得られるようになりました。とにかく
必死でしたので、心意気や情熱が伝わった
のかもしれませんね。今では海外公演をし
たり、埼玉県芸術文化祭に出演したり、演
奏する機会が増えて、とてもうれしく思っ
ています。

　現在の会員は町内外の幼稚園児から高校
生までの40人です。中高生のベテランも初
心者の子も、同じ舞台で演奏します。かつ

て初心者だった中高生が経験を積み、今度
は初心者に教える。教える子も教わる子
も、学びの場となっています。
　練習中、頭ではわかっていても体現でき
ない、そのときは悔し涙を流す子もいま
す。その悔しいという思いが大事です。ど
うしたらできるようになるか考えながら、
より真剣に練習に打ち込みます。できるよ
うになったとき、子どもたちは成長しま
す。悔しいという思いがあると、上手くな
りますよ。

　太鼓コンクールの県大会では大人が出場
する一般の部で準優勝するなど、着実に上
手くなっています。今年もぜひ練習の成果
を出し切ってがんばってほしいですね。こ
れからも、みんなと力を合わせ、楽しく、
ときには悔しさを味わいながら活動し、地
域の健全な教育の場として、子どもたちの
成長の一端を担っていきたいと思います。
そして、今後も
全国の太鼓団体
と連携して伝統
芸能・和太鼓の
普及と太鼓技術
の向上を目指し
ていきます。

域で活躍し和太鼓の普及を地

　1985年、綾瀬地区の夏祭りに太鼓の音がないのが寂
しいと感じ、有志６人が集まり、会が発足。青少年健
全育成と伝統芸能の和太鼓の継承・発展を目指して活
動しています。

どもたちの学びの場に子
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ありがとう
ございました

♥大塚怡子氏から100万円を町政の
進展に役立ててほしいとご寄付が
ありました。有効に活用させてい
ただきます。
♥岡松靜香氏から10万円を町政の進
展に役立ててほしいとご寄付があ
りました。有効に活用させていた
だきます。
♥伊奈町商工会青年部より17,168円
を緑地の保全と緑化の推進に役立
ててほしいとご寄付がありまし
た。寄付金は緑の基金に積み立
て、緑地の保全と緑化の推進に関
する事業に有効に活用させていた
だきます。

　町長への手紙・町政へのご意見箱を一本化し「町
長への提言」として設置します。
　「町長への提言」制度とは、町政に関するご提
案・ご意見などを町民のみなさんから直接町長にお
寄せいただく制度です。
　みなさんが町政について日ごろ感じていること
や、お考えになっていることなど、伊奈町をもっと
よくするための前向きで建設的なご提案をお待ちし
ています。
　ご提言をいただく方法は、町ホームページの町長
への提言ページから入力フォームで送信いただく
か、町長への提言ポストに直接投函または住民相談
室に郵送してください。

※詳しくは町ホームページをご覧ください。
トップ＞町長の部屋＞町民の声＞町長への提言

問　住民相談室＊２２１３

菜が気軽に購入できるような方法を考えていきた
いと思っています。
　また、伊奈家ゆかりの栄養豊富な伝統野菜「の
らぼう菜」についても、伊奈町特産の野菜として
栽培を進めたいと考えています。
　町の特産である果樹についても農家さんの後継
者不足が危惧されていますが、町では巨峰畑の一
部を借り受け、シルバー人材センターのご協力を
いただき、農家さんのご指導のもと栽培していま
す。昨年は伊奈まつりでおいしい巨峰を販売もさ
せていただきました。今年もその実りをみなさん
に届けられることと思います。
　農業は私たちの食卓や生活を支える重要なもの
です。これからも引き続き本町の農業の課題に対
応し、未来に向かって農業を守り発展させてまい
ります。
※伊奈町の農業については広報いな８月号で特集
する予定です。

　梅雨の時期は、じめじめと
した空気や長雨で我々にとっ
て快適なものではありません
が、植物の成長には欠かすこ
とができません。梅雨が明け
ればおいしい夏野菜のシーズ
ンになります。

　町では今年度から農業関係の専門課である「ア
グリ推進課」を創設し、農業政策に力を入れてい
ます。
　新規就農者の支援としては、農家の方の紹介パ
ンフレットを作成し、ＰＲするとともに、バラま
つりでは特設ブースで新規就農者が育てた野菜等
の販売の協力をしました。このブースはバラまつ
りの来場者に大変好評をいただきました。また、
毎週金曜日には役場前にて地元の新鮮野菜を販売
する「元気夕方市」が始まりました。さらに今後
は北部の地域のみなさんにも伊奈町産の新鮮な野

「農業は人が
　  生きる糧である」

町長コラム
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